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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一方の面に底部平面、および前記底部平面と略平行である頂部平面を備える複数の凹部
または凸部を有する凹凸構造形成層と、
　前記凹凸構造形成層の凹凸面を少なくとも一部被覆している光反射層と、
を備える表示体であって、
　前記凹凸構造形成層は、少なくとも２種の凹凸構造形成領域を備え、
　前記凹凸構造形成領域の各領域内おいて、前記底部平面と前記頂部平面との光学距離は
、一定であり、
　前記少なくとも２種の凹凸構造形成領域のうち、少なくとも１種の凹凸構造形成領域に
おける前記光学距離が９０～３０８ｎｍの範囲から選択され、且つ、他の少なくとも１種
の凹凸構造形成領域における前記光学距離が２５２～３８５ｎｍの範囲から選択されるか
、或いは、少なくとも１種の凹凸構造形成領域における前記光学距離が２５２ｎｍ～３８
５ｎｍの範囲から選択され、且つ、他の少なくとも１種の凹凸構造形成領域における前記
光学距離が３１５ｎｍ～５６１ｎｍの範囲から選択されるか、或いは、少なくとも１種の
凹凸構造形成領域における前記光学距離が３１５ｎｍ～５６１ｎｍの範囲から選択され、
他の少なくとも１種の凹凸構造形成領域における前記光学距離が４５９ｎｍ～６６０ｎｍ
の範囲から選択されるが、但し、前記凹凸構造形成領域の領域間において、前記光学距離
は相違しており、
　前記少なくとも２種の凹凸構造形成領域は交互に配列されていることを特徴とする、表
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示体（ただし、前記少なくとも２種の凹凸構造形成領域のうちの１の凹凸構造形成領域に
おける前記複数の凹部または凸部の平面視サイズが、他の凹凸構造形成領域における前記
複数の凹部または凸部の平面視サイズと相違しているものを除く）。
【請求項２】
　前記少なくとも２種の凹凸構造形成領域において、少なくとも１種の凹凸構造形成領域
における光学距離が２５２ｎｍ～３８５ｎｍの範囲から選択され、且つ、他の少なくとも
１種の凹凸構造形成領域における光学距離が３１５ｎｍ～５６１ｎｍの範囲から選択され
ることを特徴とする、請求項１に記載の表示体。
【請求項３】
　前記凹凸構造形成領域の各領域内おいて、前記複数の凹部または凸部がランダムに配置
されていることを特徴とする、請求項１または２に記載の表示体。
【請求項４】
　前記少なくとも２種の凹凸構造形成領域が、２種の凹凸構造形成領域であることを特徴
とする、請求項１～３のいずれかに記載の表示体。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、偽造防止効果、装飾効果、および／または美的効果を提供する表示体に関す
る。具体的には、紙幣、ＩＤ、ＢＰ用セキュリティデバイスに応用することが可能である
と共に、装飾、化粧、加飾などのデザイン用途にも使用可能な表示体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　表示体を発色させる技術としては、顔料および染料といった色素を表示体の表面に塗布
する印刷などの手法、或いは、色素を用いずに、表示体に微細な凹凸形状を設けて発色さ
せる手法が知られている。
【０００３】
　特に、後者の凹凸形状を設ける手法による発色は、構造性発色（構造色）と呼ばれてい
る。構造色は、数μｍから数ｎｍ程度の微細な構造に光が照射して、光回折、光散乱、薄
膜干渉、あるいは多層膜干渉などの作用により生じる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第５５７０２１０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　構造色を発現する構造の中で、例えば、回折格子に代表される周期構造では、観察角度
を徐々に変化させると、その表示面が虹色に変化するなど、色素を用いた発色とは見え方
が大きく異なる。したがって、この構造によれば、印刷などの手法で表現できない発色が
可能となるが、観察角度により、色が変化して表示色が一定とならないため、色を識別す
ることが必要な用途に用いるには制限がある。
【０００６】
　これに対し、色の変化がさほど大きくない表示体が開発されている（特許文献１）。こ
の表示体では、その表示面に設けられた凹凸構造に光が入射すると、様々な方向に回折光
が射出し、観察方向が多少変化しても、色の変化がさほど大きくならない。
【０００７】
　しかしながら、この表示体では、所望の色を発現させるために、底部平面と頂部平面と
の距離をナノメートルの寸法精度で形成する必要がある。従来の製造方法によって、常に
この距離を高い精度で形成することは容易ではない。このため、設計段階で設定された色
と実際に表示される色とにずれが生じてしまう製品もあり、製品の歩留りが低いという問
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題が生じ得る。
【０００８】
　本発明の目的は、従来の方法を用いて製造された場合であっても、色ずれを生じにくい
表示体を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の表示体は、一方の面に底部平面、および前記底部平面と略平行である頂部平面
を備える複数の凹部または凸部を有する凹凸構造形成層と、前記凹凸構造形成層の凹凸面
を少なくとも一部被覆している光反射層とを備える表示体であって、前記凹凸構造形成層
は、少なくとも２種の凹凸構造形成領域を備え、前記凹凸構造形成領域の各領域内おいて
、前記底部平面と前記頂部平面との光学距離は、一定であり、前記少なくとも２種の凹凸
構造形成領域のうち、少なくとも１種の凹凸構造形成領域における前記光学距離が９０～
３０８ｎｍの範囲から選択され、且つ、他の少なくとも１種の凹凸構造形成領域における
前記光学距離が２５２～３８５ｎｍの範囲から選択されるか、或いは、少なくとも１種の
凹凸構造形成領域における前記光学距離が２５２ｎｍ～３８５ｎｍの範囲から選択され、
且つ、他の少なくとも１種の凹凸構造形成領域における前記光学距離が３１５ｎｍ～５６
１ｎｍの範囲から選択されるか、或いは、少なくとも１種の凹凸構造形成領域における前
記光学距離が３１５ｎｍ～５６１ｎｍの範囲から選択され、他の少なくとも１種の凹凸構
造形成領域における前記光学距離が４５９ｎｍ～６６０ｎｍの範囲から選択されるが、但
し、前記凹凸構造形成領域の領域間において、前記光学距離は相違しており、前記少なく
とも２種の凹凸構造形成領域は交互に配列されていることを特徴とする。
【００１０】
　また、前記少なくとも２種の凹凸構造形成領域において、少なくとも１種の凹凸構造形
成領域における光学距離が２５２ｎｍ～３８５ｎｍの範囲から選択され、且つ、他の少な
くとも１種の凹凸構造形成領域における光学距離が３１５ｎｍ～５６１ｎｍの範囲から選
択されることが好ましい。
【００１１】
　さらに、前記凹凸構造形成領域の各領域内おいて、前記複数の凹部または凸部がランダ
ムに配置されていることが好ましい。
【００１２】
　また、前記少なくとも２種の凹凸構造形成領域が、２種の凹凸構造形成領域であること
が好ましい。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の表示体は、従来の方法により製造される場合であっても、色ずれを生じにくい
。このため、製品の歩留まりが高くなる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】（ａ）は、本発明に係る表示体の一例を概略的に示す平面図であり、（ｂ）は、
（ａ）の平面図において一点鎖線の円で囲まれた部分を拡大した図であり、（ｃ）は、（
ｂ）に示すＩＣ－ＩＣ線に沿った断面図である。
【図２】本発明に係る表示体の凹凸構造形成領域に設けられた凸構造に照明光が入射し、
底部平面および頂部平面で反射する様子を概略的に示す図である。
【図３】表示体の色変化をＣＩＥ　１９７６　ＵＣＳ　ｕ’ｖ’色度図上に曲線で示した
図である。
【図４】図３において一点鎖線の囲まれた部分を拡大した図である。
【図５】光学距離を横軸とし、ｕ’、ｖ’、およびｕ’＋ｖ’を縦軸として示したグラフ
である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
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　以下に、本発明の実施の形態について詳細に説明する。以下の説明において適宜図面を
参照するが、図面に記載された態様は本発明の例示であり、本発明はこれらの図面に記載
された態様に制限されない。なお、各図において、同様の、または類似した機能を発揮す
る構成要素には同一の参照符号を付し、重複する説明を省略することがある。また、図面
の寸法比率は、説明の都合上誇張されており、実際の比率とは異なる場合がある。さらに
、本明細書において、「～」とは、その前後に記載される数値を下限値および上限値とし
て含む意味で使用される。
【００１６】
　＜表示体＞
　本発明に係る表示体は、一方の面に複数の凹部または凸部を有する凹凸構造形成層と、
凹凸構造形成層の凹凸面を少なくとも一部被覆している光反射層とを備える。また、凹凸
構造形成層は、少なくとも２種の凹凸構造形成領域を備え、底部平面と頂部平面との光学
距離は、凹凸構造形成領域の各領域内おいて、一定であり、特定の範囲から選択されるが
、凹凸構造形成領域の領域間において、相違している。さらに、少なくとも２種の凹凸構
造形成領域は交互に配列されている。
【００１７】
　図１（ａ）は、本発明に係る表示体の一例を概略的に示す平面図であり、（ｂ）は、（
ａ）の平面図において一点鎖線の円で囲まれた部分を拡大した図であり、（ｃ）は、（ｂ
）に示すＩＣ－ＩＣ線に沿った断面図である。なお、図１（ａ）において、Ｘ方向および
Ｙ方向は、表示面に対して平行であり、且つ、互いに対して垂直な方向である。また、Ｚ
方向は、Ｘ方向およびＹ方向に対して垂直な方向である。
【００１８】
　本発明に係る表示体１０は、図１（ｃ）に示すように、凸部を有する凹凸構造形成層２
と、凹凸構造形成層２の凹凸面を被覆している光反射層４とを備えている。ここで、図１
（ｃ）において、凹凸構造形成層２に、凸部が設けられていることを述べたが、本発明で
は、凸部の代わりに凹部が設けられていてもよい。このため、本明細書において、凸部の
説明がされている場合、これを凹部の説明として適宜読み替えることができるものとする
。以下、表示体１０の構成要素について説明する。
【００１９】
　（凹凸構造形成層）
　凹凸構造形成層２は、光透過性を有しており、典型的には透明、特に無色透明である。
【００２０】
　凹凸構造形成層２は、図１（ｃ）に示すように、一方の面に底部平面、および底部平面
と略平行である頂部平面を備える凸部を複数有する。なお、凹凸構造形成層２の凹凸構造
の詳細については、後述する（凹凸構造形成層の各凹凸構造形成領域における凹凸構造）
の項で説明する。
【００２１】
　凹凸構造形成層２の材料としては、例えば、熱可塑性樹脂または光硬化性樹脂を使用す
ることができる。
【００２２】
　その一例としては、オレフィン系樹脂を用いることができ、具体的には、ポリプロピレ
ン（ＰＰ）、ポリエチレン（ＰＥ）、塩化ビニルなどが挙げられる。これら材料は、易加
工性と柔軟性を有し、仕上がり品の風合いがよい。
【００２３】
　また、他の例としては、一般的な透明樹脂を材料として用いることもできる。加工が比
較的容易なものとして、例えば、ポリカーボネート樹脂、メタクリルスチレン（ＭＳ）樹
脂などが挙げられる。これらを用いれば耐衝撃性に優れるために、凹凸構造形成層２に割
れにくい特性を持たせることができる。アクリル系樹脂およびポリスチレン系樹脂を用い
れば耐擦性に優れた特徴を付与することができる。
【００２４】
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　また、凹凸構造形成層２は、凹凸面とは反対の面に基材を含んでいてもよい。この場合
、基材は、凹凸構造形成層２の下地としての役割を果たすとともに、凹凸構造形成層２を
保護する役割を果たす。これにより、本発明の表示体１０の強度を高めることができ、さ
らに、本発明の表示体の厚みを薄くすることも可能となる。
【００２５】
　基材の材料としては、例えば、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）のように比較的
高い耐熱性を有している樹脂を用いることができる。
【００２６】
　（光反射層）
　光反射層４は、光を反射する層である。
【００２７】
　図１（ｃ）に示す例では、光反射層４は、凹凸構造形成層２の凹凸構造が設けられた面
の全てを被覆しているが、少なくとも一部を被覆していてもよい。少なくとも一部を被覆
している態様としては、例えば、凹凸構造形成層２の凸部の底部平面および頂部平面のみ
を被覆し、側面を被覆していない態様が挙げられる。
【００２８】
　光反射層４としては、例えば、アルミニウム、銀、金、およびそれらの合金などの金属
材料からなる金属層を使用することができる。或いは、光反射層４として、凹凸構造形成
層２とは屈折率が異なる誘電体層を使用してもよい。或いは、光反射層４として、隣り合
うもの同士の屈折率が異なる誘電体層の積層体、即ち、誘電体多層膜を使用してもよい。
なお、誘電体多層膜が含む誘電体層のうち、凹凸構造形成層２と接触しているものの屈折
率は、凹凸構造形成層２の屈折率とは異なっていることが望ましい。
【００２９】
　（任意の層）
　本発明の表示体１０は、透明層、接着層などその他の層を更に含んでいてもよい。
【００３０】
　透明層は、表示体１０の表面を保護するための層である。例えば、図１（ｃ）に示すよ
うに、光反射層４側を前面（表示面）とする場合には、透明層６は、光反射層４を覆って
、光反射層４を保護することができる。他方、凹凸構造形成層２側を前面（表示面）とす
る場合には、凹凸構造形成層２を覆って、凹凸構造形成層２を保護することができる。
【００３１】
　透明層６の材料としては、例えば、一般的な透明の紫外線硬化性樹脂（屈折率ｎはおよ
そ１．５）などの透明樹脂を用いることができる。
【００３２】
　接着層は、カード、紙などに表示体１０を接着して使用する場合に、接着力を付与する
ために設けられる層である。
【００３３】
　接着層は、光反射層４側を前面とする場合には、凹凸構造形成層２の、光反射層４と反
対側の面に設けることができる。
【００３４】
　接着層の材料としては、例えば、一般的な接着剤を用いることができる。
【００３５】
　（凹凸構造形成層の各凹凸構造形成領域における凹凸構造）
　次に、凹凸構造形成層２の各凹凸構造形成領域における凹凸構造について説明する。
【００３６】
　本発明において、凹凸構造形成層２は、一方の面に底部平面、および底部平面と略平行
である頂部平面を備える複数の凹部または凸部を有し、少なくとも２種の凹凸構造形成領
域を備える。
【００３７】
　図１に示す例では、２種の凹凸構造形成領域を有する表示体１０が示されている。図１
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（ｃ）に示すように、凹凸構造形成層２は、第１の凹凸構造形成領域Ｒ１（以下、単に「
第１の領域Ｒ１」とも称する）内では、底部平面２ｂと頂部平面２ａとの距離（底部平面
を基準面とした凸部の頂部の高さ）ｄは、一定であり、第２の凹凸構造形成領域Ｒ２（以
下、単に「第２の領域Ｒ２」とも称する）内では、底部平面２Ｂと頂部平面２Ａとの距離
Ｄは一定であるが、第１の領域Ｒ１内の距離ｄと第２の領域Ｒ２内の距離Ｄとは相違して
いる。このように、凹凸構造形成領域における底部平面と頂部平面との距離は、各領域内
において一定であるが、領域間において相違している。凹凸構造形成領域の各領域内で、
底部平面と頂部平面との距離を一定にしているのは、一定でないと、可視域内のあらゆる
波長の光による干渉が生じてしまうために、観察者の目には、様々な波長を有する光が均
等に到達し、これにより、観察者は、凸部の高さに応じた特定の色を知覚せず、単に白色
を知覚するからである。他方、凹凸構造形成領域の領域間で、底部平面と頂部平面との距
離が相違するのは、本発明においては、各領域で生じる色を混ぜ合わせた混色を観察者に
知覚させるからである。
【００３８】
　また、図１（ｃ）に示す例では、第１の領域Ｒ１における底部平面と第２の領域Ｒ２に
おける底部平面とは同一面上に存在していないが、本発明では、同一面上に存在していて
もよい。
【００３９】
　上記において、底部平面と頂部平面との距離（凸部の高さ）に応じた特定の色を知覚す
ると説明したが、厳密には、表示体１０に入射する光は、凹凸表面に到達するまでに媒質
内を進行するため、観察者は、実際には、底部平面と頂部平面との距離に、媒質の屈折率
ｎを乗じた値（以下、「底部平面と頂部平面との光学距離」とも称する）に応じた特定の
色を知覚することになる。例えば、図２に示すように、光反射層４側を前面（表示面）と
し、透明層６で光反射層４を保護する場合には、表示体１０に入射する光Ｌは、光反射層
４の凹凸表面に到達するまでに透明層６内を進む。この場合、透明層６を構成する材料が
媒質となり、透明層６の材料の屈折率が媒質の屈折率となる。
【００４０】
　本発明の表示体において、少なくとも２種の凹凸構造形成領域のうち、少なくとも１種
の凹凸構造形成領域における底部平面と頂部平面との光学距離は、９０～３０８ｎｍの範
囲、好ましくは１００～２８０ｎｍの範囲、さらに好ましくは１１０～２８０ｎｍの範囲
から選択され、且つ、他の少なくとも１種の凹凸構造形成領域における底部平面と頂部平
面との光学距離は、２５２～３８５ｎｍの範囲、好ましくは２８０～３５０ｎｍの範囲、
さらに好ましくは２８０～３１５ｎｍの範囲から選択される。或いは、少なくとも１種の
凹凸構造形成領域における底部平面と頂部平面との光学距離は、２５２～３８５ｎｍの範
囲、好ましくは２８０～３５０ｎｍの範囲、さらに好ましくは３０８～３５０ｎｍの範囲
から選択され、且つ、他の少なくとも１種の凹凸構造形成領域における底部平面と頂部平
面との光学距離は、３１５～５６１ｎｍの範囲、好ましくは３５０～５１０ｎｍの範囲、
さらに好ましくは３５０～４５９ｎｍの範囲から選択される。或いは、少なくとも１種の
凹凸構造形成領域における底部平面と頂部平面との光学距離は、３１５～５６１ｎｍの範
囲、好ましくは３５０～５１０ｎｍの範囲、さらに好ましくは４５９～５１０ｎｍの範囲
から選択され、他の少なくとも１種の凹凸構造形成領域における底部平面と頂部平面との
光学距離は、４５９ｎｍ～６６０ｎｍの範囲、好ましくは５１０～６００ｎｍの範囲、さ
らに好ましくは５１０～５４０ｎｍの範囲から選択される。但し、少なくとも２種の凹凸
構造形成領域の領域間において、底部平面と頂部平面との光学距離は相違しているものと
する。
【００４１】
　本発明の表示体において、凹凸構造形成層２は、凹凸構造形成領域の各領域内において
、複数の凹部または凸部が配置されている。
【００４２】
　図１（ｂ）に示す例では、第１の領域Ｒ１および第２の領域Ｒ２の各領域内において、
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複数の凸部がランダムに配置されている。本明細書で「凸部がランダムに配置されている
」とは、隣り合う凸部の中心間距離が一定にならないように凸部が配置されていることを
意味する。本発明においては、凸部がランダムに配置されている場合だけでなく、隣り合
う凸部の中心間距離が一定になるように凸部が配置されていてもよい。凸部を規則的に配
置する場合には、この配置に起因する回折光を新たに生じさせることもできる。表示体１
０の用途に応じて凸部の配置をランダムにするか、或いは、規則的にするか定めればよい
。
【００４３】
　本発明において、隣り合う凸部の（平均）中心間距離は、可視光を回折させるために、
１μｍ未満とすることができる。
【００４４】
　図１（ｂ）に示す例では、凸部の頂部平面は、平面視で、正方形の形状をしているが、
本発明においては、当該形状に限られず、任意の形状とすることができる。例えば、三角
形、長方形および台形などの四角形、五角形、六角形などの多角形、円形、楕円形を始め
とする種々の形状を採用することができる。また、形状の相違するものが混在していても
よい。以上のように、凸部の頂部平面は、任意の形状とすることができるが、製造の容易
性からは、矩形、特に正方形が好ましい。
【００４５】
　凸部の頂部平面の長辺および短辺の長さは、可視光を回折させる必要があるために、２
μｍ未満とすることができる。ここで、長辺および短辺は以下のように定義する。まず、
凸部の頂部平面の輪郭上の２点を結ぶ線分のうち長さが最大のもの定め、これを長辺とす
る。そして、この長辺に平行な辺を有し、かつ凸部の頂部平面の輪郭に外接する矩形を描
き、この短辺を凸部の頂部平面の短辺とする。なお、凸部の頂部平面の形状が、辺の長さ
および内角が全て等しい正方形などである場合には、長辺と短辺の長さは等しくなる。
【００４６】
　凹凸構造形成領域の各領域内において、平面視で、凸部の頂部平面が占める面積率は、
例えば、１５％～８０％とすることができる。ここで、「凸部の頂部平面の占める面積率
」は、凹凸構造形成領域の各領域の面積に対する、凸部の頂部平面の占める面積の百分率
であり、凸部の頂部平面の面積と底部平面の面積の割合が１対１の比率となるときに、凸
部の頂部平面の占める面積率は、５０％となる。本発明の表示体１０では、凹凸構造形成
層２に、光学距離が相違する複数の凹凸構造形成領域が設けられている。これにより、観
察者は、各凹凸構造形成領域から射出される回折光の重なりに基づいて、表示体１０に表
示される色を認識する。異なる波長領域の光が重なると白色に近づくため、表示体１０に
表示される色の彩度は低下する傾向にある。ここで、表示体１０に表示される色の彩度は
、凸部の頂部平面が占める面積率により変化するため、この面積率を適切に設定すること
により、彩度を高めることができる。
【００４７】
　各凹凸構造形成領域において、凸部を配置する場合に、面積率を高く設定しすぎると、
隣り合う凸部間の距離が極端に小さくなる領域が出現し、隣り合う凸部が干渉し二つの凸
部がそれぞれ独立した凸部として機能しないこともあり得る。このため、彩度の向上効果
と前記凸部の配置上の制約の兼ね合いから、凸部を配置する場合には、凸部の頂部平面の
占める面積率は、２６％～３１％が好ましく、２６％～２８％がより好ましい。
【００４８】
　以上のように、凹凸構造形成層２の各凹凸構造形成領域における凹凸構造を説明したが
、各領域間で、底部平面と頂部平面との（光学）距離は相違するが、隣り合う凸部の（平
均）中心間距離、凸部の頂部平面の形状、凸部の頂部平面が占める面積率などその他につ
いては、同一であっても相違してもよい。
【００４９】
　（凹凸構造形成領域の配列）
　次に、上記に説明した凹凸構造を有する各凹凸構造形成領域の配列について説明する。
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【００５０】
　本発明において、凹凸構造形成層２は、少なくとも２種の凹凸構造形成領域を備える。
そして、この少なくとも２種の凹凸構造形成領域は交互に配列されている。
【００５１】
　図１（ｂ）に示す例では、２種の凹凸構造形成領域である第１の領域Ｒ１および第２の
領域Ｒ２がＸ方向およびＹ方向に交互に（市松状に）配列されている。ここで、同図にお
いて、第１の領域Ｒ１および第２の領域Ｒ２のそれぞれは、二点鎖線によって、その外形
が正方形で示されているが、これは、各領域の外形を明確にするため便宜的に用いている
ものであり、実際には、このような鎖線は存在しない。
【００５２】
　本発明において、各凹凸構造形成領域の外形は、図１（ｂ）に示す例に制限されるもの
ではない。例えば、その他の外形として、三角形、長方形、平行四辺形、および台形など
の四角形、五角形、ならびに六角形などの多角形が挙げられる。また、図１（ｂ）に示す
例のように、各凹凸構造形成領域の配列は、市松状の配列に制限するものではなく、例え
ば、各領域の外形が三角形または正六角形の場合には、ハニカム状に交互に配置すること
もできる。このように、本発明においては、各領域の外形に合わせて適宜配列を選択する
ことができる。
【００５３】
　各凹凸構造形成領域の外形の長辺および短辺の長さは、目視で、容易に識別できない程
度の大きさであることが望ましく、例えば、２００μｍ以下が望ましい。ここで、長辺お
よび短辺は以下のように定義する。まず、各凹凸構造形成領域の外形の輪郭上の２点を結
ぶ線分のうち長さが最大のもの定め、これを長辺とする。そして、この長辺に平行な辺を
有し、かつ各凹凸構造形成領域の外形の輪郭に外接する矩形を描き、この短辺を各凹凸構
造形成領域の外形の短辺とする。
【００５４】
　以上のように、本発明の表示体１０において、凹凸構造形成層２は、少なくとも２種の
凹凸構造形成領域を備え、この少なくとも２種の凹凸構造形成領域が交互に配列されてい
る。
【００５５】
　以上のように、凹凸構造形成領域が交互に配列された本発明の表示体では、所望の文字
、図形、記号その他のマークを表示することができる。例えば、図１（ａ）に示す表示体
１０では、凸のマーク８の形状にあわせて第１の領域Ｒ１および第２の領域Ｒ２を交互に
配列することで、凸のマークを表示している。また、所望の色でマーク８を表示するには
、上記に示した凹凸構造形成領域の各領域における光学距離を所定の値に設定すればよい
。さらに、本発明の表示体では、例えば、複数のマークを表示する場合に、マークごとに
所定の光学距離を設定して、所望の色を発色するようにすることもできる。
【００５６】
　（色ずれ低減について）
　次に、本発明の表示体１０を従来の方法により製造する場合に、色ずれが生じにくい理
由を説明する。
【００５７】
　図３は、凹凸構造形成層２の凹凸構造形成領域における底部平面と頂部平面との光学距
離が全て同一である表示体１０において、光学距離を変化させた場合における表示色の変
化をＣＩＥ　１９７６　ＵＣＳ　ｕ’ｖ’色度図（以下、単に、ｕ’ｖ’色度図とも称す
る）上に曲線１２で示した図である。より詳細には、図３に示す曲線１２は、底部平面と
頂部平面との光学距離ｎ・ｄを１００ｎｍ～６００ｎｍの範囲で連続的に変化させた場合
に表示される色から、各光学距離に対応するｕ’およびｖ’を決定し、これをｕ’ｖ’色
度図上にプロットして結んだ線である。なお、ここで使用した表示体における凹凸構造形
成層は、複数の凸部がランダムに配置されており、凸部の頂部平面が正方形であり、その
一辺の長さが０．８μｍであり、凸部の頂部平面が占める面積率が２６％である凹凸構造
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を有していた。
【００５８】
　同図に示すとおり、表示体１０の色変化を示す曲線１２は、光学距離ｎ・ｄが１００ｎ
ｍから徐々に大きくなるに従い、暖色領域、寒色領域、中性（緑色）領域を順次通過する
。したがって、この通過する領域の色のうち所望の色を表示体１０に発色させるには、所
望の色に対応する光学距離にて表示体１０を製造すればよい。
【００５９】
　しかしながら、従来の製造方法を用いて、凹凸構造形成層２の底部平面と頂部平面との
光学距離をナノメートルオーダーの設定値に一致させることは容易ではないため、実際の
値は設定値と相違し、表示体１０の発色に色ずれが生じてしまう。
【００６０】
　そこで、本発明では、凹凸構造形成層２に少なくとも２種の凹凸構造形成領域を設けて
、領域間で相違する所定の光学距離を設けることにより、色ずれを低減する試みがなされ
た。以下、図４を参照して、色ずれを低減できる理由を説明する。
【００６１】
　説明を簡略化するために、表示体１０として、凹凸構造形成層２に２種の凹凸構造形成
領域を設ける場合を考える。図４は、図３において一点鎖線の囲まれた部分を拡大した図
である。ここで、表示体１０の凹凸構造形成層２の各領域に設ける底部平面と頂部平面と
の光学距離を、図４に示す点ＡおよびＢでの光学距離に設定して表示体１０を製造し、製
造後の表示体１０において、点ＡおよびＢに設定した光学距離がそれぞれ点ＣおよびＤに
対応する光学距離に変動する場合を考える。通常、表示体１０の製造において、凹凸構造
形成層２の底部平面と頂部平面との距離（凸部の高さ）は、凹凸構造形成領域の全体にわ
たり、設定値に対して、同じだけ変動する。このため、底部平面と頂部平面との距離（凸
部の高さ）に媒質の屈折率を乗じた値である、底部平面と頂部平面との光学距離も凹凸構
造形成領域の全体にわたり、設定値に対して、同じだけ変動する。したがって、点Ａから
点Ｃへの変動における光学距離の増加は、点Ｂから点Ｄへの変動における光学距離の増加
と等しくなる。
【００６２】
　ところで、凹凸構造形成層２に光学距離が相違する２種の凹凸構造形成領域を設け、こ
れら領域を規則的に配列した表示体１０では、観察者は、表示体１０の発色として、各領
域から生じる色の混色を知覚する。この混色は、色変化を示す曲線１２上の２点の中点の
位置に対応する色となる。したがって、点ＡおよびＢでの光学距離を各凹凸構造形成領域
における光学距離とする場合に、観察者は、この２点の中点Ｅの位置に対応する色を知覚
する。しかしながら、点ＡおよびＢに対応する光学距離を目標値として製造した表示体１
０において、光学距離が点ＣおよびＤまでそれぞれ変動した場合には、観察者は、点Ｃお
よびＤの中点Ｆの位置に対応する色を混色として知覚することとなる。ここで、色度図上
での２点間の距離は、色ずれの程度（色差）を示すことから、点Ｅと点Ｆとの距離は、観
察者が実際に知覚する色（点Ｆ）と、目標としていた色（点Ｅ）との色差を示していると
いえる。
【００６３】
　他方、従来の表示体１０のように、凹凸構造形成領域における底部平面と頂部平面との
光学距離が全て同一に設定されている場合であって、点Ａに対応する光学距離を設定値と
して製造された結果、点Ｃに対応する光学距離を有するものが得られると、観察者が実際
に知覚する色（点Ｃ）と、目標していた色（点Ａ）との色差は、点Ａと点Ｃとの距離で示
される。図４から理解できるように、点Ｅと点Ｆとの距離は、点Ａと点Ｃとの距離よりも
小さい。このように、凹凸構造形成層２に２種の凹凸構造形成領域を有し、領域間で、相
違する所定の光学距離を備える表示体１０は、凹凸構造形成領域において同一の光学距離
を備える表示体１０よりも、目標色からの色ずれを低減することができる。
【００６４】
　上記の本発明の表示体１０の説明においては、凹凸構造形成層２に２種の凹凸構造形成
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領域を設ける場合について説明したが、凹凸構造形成層２に３種以上の凹凸構造形成領域
を設ける場合においても同様のことがいえる。なお、２種の凹凸構造形成領域を設ける場
合、観察者が知覚する色は、色変化を示す曲線１２上の２点の中点の位置に対応する色と
なるが、３種以上の凹凸構造形成領域を設ける場合では、色変化を示す曲線１２上の複数
点を結んでできる多角形の重心（例えば、３点の場合には三角形の重心、４点の場合には
四角形の重心）の位置に対応する色となる。
【００６５】
　次に、凹凸構造形成層２に少なくとも２種の凹凸構造形成領域を設けて、領域間で、相
違する光学距離を設ける場合に、各領域における光学距離をどのように設定すると色ずれ
が低減できるかについて説明する。
【００６６】
　上記のとおり、図３および４に示した表示体１０の色変化を示す曲線１２は、１００ｎ
ｍ～６００ｎｍの範囲の底部平面と頂部平面との光学距離ｎ・ｄを、ｕ’ｖ’色度図上に
表したものであるから、曲線１２上の各光学距離ｎ・ｄに対応する位置は、座標（ｕ’，
ｖ’）にて特定することができる。そこで、各光学距離と、これに対応するｕ’，ｖ’を
用いて、光学距離を横軸とし、ｕ’、ｖ’、およびｕ’＋ｖ’を縦軸として示したグラフ
を作成した。この作成したグラフを図５に示す。同図において、破線はｕ’、２点鎖線は
ｖ’、実線はｕ’＋ｖ’を示す。
【００６７】
　ｕ’のグラフを参照すると、ｕ’は、ｎ・ｄ＝１００からｎ・ｄ＝３００付近まで徐々
に増加し、その後、ｎ・ｄ＝３７０付近まで減少し、再度、ｎ・ｄ＝５４０付近まで増加
した後、再度低減する。このように、ｕ’の増減は、光学距離ｎ・ｄがおよそ３００、３
７０、および５４０である３点を境に生じる。同様に、ｖ’のグラフから、ｖ’の増減は
、光学距離ｎ・ｄがおよそ２７０、３４０、および５００である３点を境に生じることが
理解できる。
【００６８】
　ここで、本発明の表示体１０の製造に際し、少なくとも２種の凹凸構造形成領域を設け
て、領域間で、相違する光学距離を設ける場合に、各領域における光学距離をｕ’および
ｖ’がともに増減する変曲点の前後で設定すれば、観察者が知覚する色に対応する点の変
動は低減することから、目標とする色からの色ずれも大きくならない。例えば、２種の凹
凸構造形成領域を設ける場合、一方の領域に設ける光学距離をｕ’およびｖ’ がともに
増加する領域から選択し、他方の領域に設ける光学距離をｕ’およびｖ’がともに減少す
る領域から選択する場合を考える。このように光学距離が選択された表示体１０において
、製造後に、各領域に設けた光学距離が変動したとしても、観察者が知覚する色に対応す
る点（すなわち２点の中点）では、その変動は互いに打ち消すように作用するため、中点
の変動は低減され、目標とする色からの色ずれも小さくなる。
【００６９】
　ところで、上記のとおり、ｕ’の増減する変曲点（ｎ・ｄが３００、３７０、および５
４０の３点、）と、ｖ’の増減する変曲点（ｎ・ｄが２７０、３４０、および５００の３
点）は一致しないことから、各領域に設ける光学距離を、どのように選択するか問題とな
る。そこで、光学距離ｎ・ｄに対して、ｕ’とｖ’の和の変化を示したグラフからｕ’と
ｖ’の和が増減する変曲点を導き出し、この点の前後で、各領域の光学距離を選択するこ
ととした。
【００７０】
　図５に示すｕ’＋ｖ’のグラフにおいて、ｕ’＋ｖ’が増減する変曲点は、光学距離が
およそ２８０ｎｍ、３５０ｎｍ、および５１０ｎｍの３点である。したがって、凹凸構造
形成領域間で相違する光学距離を、１００～６００ｎｍの範囲内で設ける場合に、各領域
における光学距離をこの３点の前後で設定すればよいこととなる。
【００７１】
　すなわち、少なくとも２種の凹凸構造形成領域のうち、少なくとも１種の凹凸構造形成
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領域における光学距離を、１００～２８０ｎｍの範囲から選択し、且つ、他の少なくとも
１種の凹凸構造形成領域における光学距離を２８０～３５０ｎｍの範囲から選択するか、
或いは、少なくとも１種の凹凸構造形成領域における光学距離を２８０ｎｍ～３５０ｎｍ
の範囲から選択し、且つ、他の少なくとも１種の凹凸構造形成領域における光学距離を３
５０ｎｍ～５１０ｎｍの範囲から選択するか、或いは、少なくとも１種の凹凸構造形成領
域における光学距離を３５０ｎｍ～５１０ｎｍの範囲から選択し、他の少なくとも１種の
凹凸構造形成領域における光学距離を５１０ｎｍ～６００ｎｍの範囲から選択すればよい
。
【００７２】
　これら特定の範囲の組み合わせからどのように光学距離を選択するかは、所望する色に
応じて適宜決定すればよい。例えば、暖色を知覚させる場合には、少なくとも１種の凹凸
構造形成領域における光学距離を、１００～２８０ｎｍの範囲から選択し、且つ、他の少
なくとも１種の凹凸構造形成領域における光学距離を２８０～３５０ｎｍの範囲から選択
することができる。寒色を知覚させる場合には、少なくとも１種の凹凸構造形成領域にお
ける光学距離を２８０ｎｍ～３５０ｎｍの範囲から選択し、且つ、他の少なくとも１種の
凹凸構造形成領域における光学距離を３５０ｎｍ～５１０ｎｍの範囲から選択すればよい
。
【００７３】
　このように光学距離を設定して製造した表示体１０においては、各光学距離は、製造方
法、製造条件により種々変動し得る。設定値に対して大小１０％変動すると仮定すると、
製造後の表示体１０における、凹凸構造形成層２の凹凸構造形成領域のうち、少なくとも
１種の凹凸構造形成領域における光学距離は９０～３０８ｎｍの範囲にあり、且つ、他の
少なくとも１種の凹凸構造形成領域における光学距離は２５２～３８５ｎｍの範囲にある
。或いは、少なくとも１種の凹凸構造形成領域における光学距離が２５２ｎｍ～３８５ｎ
ｍの範囲にあり、且つ、他の少なくとも１種の凹凸構造形成領域における光学距離が３１
５ｎｍ～５６１ｎｍの範囲にある。或いは、少なくとも１種の凹凸構造形成領域における
光学距離が３１５ｎｍ～５６１ｎｍの範囲にあり、他の少なくとも１種の凹凸構造形成領
域における光学距離が４５９ｎｍ～６６０ｎｍの範囲にある。
【００７４】
　以上のように、凹凸構造形成層２に少なくとも２種の凹凸構造形成領域を有し、領域間
で相違する所定の光学距離を備える本発明の表示体１０は、従来の方法により製造した場
合であっても、色ずれを生じにくい。このため、製品の歩留まりが高くなる。
【００７５】
　（表示体の製造方法）
　次に、本発明の表示体１０の製造方法を説明する。
【００７６】
　本発明の表示体１０は、各層を構成する材料および層構成に応じて、公知の方法から適
切な方法を適宜選択して製造することができる。
【００７７】
　例えば、凹凸構造形成層２の材料として、ポリプロピレン（ＰＰ）、ポリエチレン（Ｐ
Ｅ）などを用いる場合には、押出し成型方法などを適用することができる。具体的には、
表面に所望の凹凸形状を形成した冷却ロールに溶融樹脂を接触させて、冷却ロール表面の
凹凸パターンを溶融樹脂に転写した後、冷却固化して、凹凸構造形成層２を形成すること
ができる。ここで、冷却ロールに形成する凹凸形状は、所望の混色を表示するために選択
した所定の光学距離等に基づき適宜決定すればよい。
【００７８】
　また、凹凸構造形成層２の下地として基材を含む場合には、ポリエチレンテレフタレー
ト（ＰＥＴ）からなる基材上に、熱可塑性樹脂または光硬化性樹脂を塗布し、塗膜に、所
望の凹凸形状を形成した金属製スタンパを密着させ、この状態で樹脂層を加熱するかまた
は光を照射し、樹脂が硬化した後、硬化した樹脂から金属製スタンパを剥離することによ
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【００７９】
　金属製スタンパは、金属表面上に凹凸構造を直接形成する方法、例えば、ロール表面の
銅層もしくはニッケル層をダイヤモンドバイトなどの切削工具を用いて機械的に凹凸構造
を形成する方法、感光材を使用した露光プロセスによる選択的なエッチング法による方法
、または、レーザー光などによるアブレーションを利用して金属表面を加工する方法によ
り形成することができる。また、より微細な凹凸形状を有する金属製スタンパの製造方法
としては、フォトレジストが塗布された均一な膜厚の層に、ステッパー装置や電子線描画
装置などで所望のパターンを描画し、現像処理を供して、原版を得、これを電鋳等の方法
により金属製スタンパを得る方法が好適である。ここで、金属製スタンパに形成する凹凸
形状は、所望の混色を表示するために選択した所定の光学距離等に基づき適宜決定すれば
よい。
【００８０】
　次に、凹凸構造形成層２上に、例えば、蒸着法、スパッタ法、銀鏡処理法などの方法に
よりアルミニウム等の金属または誘電体を単層または多層に堆積させ、光反射層４を形成
する。なお、凹凸構造形成層２の一部のみを被覆した光反射層４、即ち、パターニングさ
れた光反射層４は、例えば、気相堆積法により連続膜としての光反射層４を形成し、その
後、薬品などによりその一部を溶解させることによって得られる。
【符号の説明】
【００８１】
　２　　凹凸構造形成層
　４　　光反射層
　２ａ　２Ａ　頂部平面
　２ｂ　２Ｂ　底部平面
　１０　　表示体
【図１】 【図２】
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